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1　は　じ　め　に

山形県における黒毛和種の経産老廃牛は，一般的に仕上

げ肥育を行わずに，そのまま市場に出荷するため，不利な

条件で取引される。また牛肉資源のうえからも問題となっ

ているので経産老廃牛肥育技術の確立により肉用牛経営の

安定と牛肉資源の拡充を図る必要がある。そこで従来から

行われてきた丘か月間肥育に対Llか月間短縮の5か月間

肥育について比較し，効率的な肥育技術の検討を行った。

2　試　験　方　法

供試牛は当場産の夏山冬里方式で飼養した黒毛和種の経

産老廃牛（7～9産）の計10頑を表1のとおり区分し，第

1回（182日間）および第2回（154日間）の仕上げ肥育

試験を行った。試験期間は第1回試験は昭和59年12月4日

から昭和60年6月4日までの26過（182日間），第2回試験

は昭和60年12月3日から昭和61年5月6日までの22週（154

日間）でともにほぼ同じ季節であった。飼養方法はパドッ

ク付き牛舎に2頑及び3頑ずつの群飼追込方式で飼料の給

与はカランブロードベントドア一方式の個別給餌器を用い，

ウォーターカップにより自由飲水とした。肥育終了時のと

殺解体並びに肉質調査は産肉能力間接検定の方法に準じて

行った。

表1試験区分

区分 頭数 飼料給与内容 飼料給与方法

第1回
試 験 5頭

要ペ聖霊 ≡ 濃厚飼料、粗飼料ともに，
飽食とした。

第2回 5頭 同　　　 上

10過以降は，濃厚飼料を
体重の1．7％以内に給与

試　験 制限し，粗飼料は飽食と
した。

3　試験結果と考察

（日　増体皇

第2回試験の増体量は濃厚飼料給与制限の10過以降より

第1回試験に比較しやや減速傾向がみられたがDGO．9句

の目標曲線を上回った。通算の成績では図1に示したどと

く1日当たり平均増体量が第1回試験0．99如こ対し第2回

試験0．9的でほとんど差がみられず目標値0．90句をともに

上回る良好な成績であった。

（2）飼料摂取量と要求率

濃厚飼料摂取量は第1回試験が1．821．3桝こ対し肥育期

間の短い2回試験が1，391．8毎で429．5上タ（23．6％）の節

減がみられた。一方，粗飼料の1頑当たり平均摂取量は稲

わらの第1回試験が198．0桝こ対し第2回試験が175．1句

で第2回試験の方が22．9毎（11．6％）少なかった。また乾

牧草の第1回試験が192．2毎に対し第2回試験が227．1秒

で逆に第2回試験の方が34．9上ダ（18．2％）多かった。

TDN要求率は第1回試験が8．22に　対し第2回試験が

7．83で第2回試験の方が優れた傾向を示した。

（3）健康状態

特に治療を要する牛はいなかったが発情期に互いに乗駕

するため骨折等の心配からその期間は特に看視を強めると

ともにつなぎ飼育を行った。

と殺の内臓所見では第1回試験並びに第2回試験ともに

第4胃充出血の牛が散見されたが第1回試験の牛にやや高

度の傾向がみられ，そのはか肝富脈斑（うっ血斑）の軽度

のものが両試験の牛に散見された。

（4）と殺解休成績及び枝肉審査結果

試験終了後絶食（40時間）してと殺解休したが，枝肉歩留

りは，第1回試験が64．8％，第2回試験が62．5％でやや第

1回試験の方が上回ったが背脂肪厚さは第1回試験が26潤

に対し第2回試験が22．6徹で第2回試験の方が3．4mはど改

善された。枝肉の外観及び肉質は第1回試験並びに第2回

試験ともほとんど差がみられずともに良好な成績であった。
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（6）肥育差益1）

1頑当たり売上高は第1回試験が501，000円，第2回試

験が478，000円で体重の多い第1匝l試験の方がやや高い傾

向を示したが支出費のうち飼料費は濃厚飼料を多く摂取し

た第1回試験が137，000円に対し第2回試験が111，000円

で第1回試験の方が約26．000円（23．4％）多く要した。肥

育差益（売上高－（素畜費＋飼料費））は，第1回試験が

142，000円に対し第2回試験が144，000円で1頑当たり肥

育差益において第2回試験の方が約2，000円はど有利であ

ることが試算された。

蓑2　増体量，飼料摂取量，飼料要求率，
背脂肪，差益

項　　　　　 目 第 1 回試 験 第 2 回 試 比 較 差
十 ㊥ Q ）－ G ）

肥　 育　 期　 間 （日） 1 82 1 5 4 A 2 8

増 体 長

（嘲

期　 末　 体 重 6 2 6．5 5 9 8．1 A 2 8．4

D ．G 0．9 9 0．9 8 A O．0 1

濃 厚 飼料
摂 取景（切

濃 厚　 飼 料 1．8 2 1．3 1，3 9 1．8 A 4 2 9．5

1 日 1 頑 当た り 10，0 9．0 △ 1．0

粗 飼 料
摂 取意 切

稲　 わ　 ら 19 8．0 1 7 5．1 凸 2 2．9

乾　 牧　 草 19 2．2 2 2 7．1 3 4．9

粗 飼 料　 摂 取　 率 （射 17．1 2 1．7 4．6

飼　 料
要 求 率

濃 厚　 飼 料 10．0 8 9．2 3 A O．8 5

D　　 C　　 P 1．0 7 1．0 2 △0．0 5

T　　 D　　 N 8．2 2 7．8 3 A O．3 9
枝 肉 背 脂 肪 厚 さ　 仙 2 6．0 2 2．6 6 A 3．4
枝　 肉　 歩　 留 （射 6 4．8 6 2．5 A 2．3
1 日 1頭 当た り差益 円 ）＊ 7 8 0 9 3 5 1 55

．売上高－（飼料費＋蒸発費）
注．■：

肥

4　要　　　　　約

黒毛和種・崖産老廃牛（7－9産）の仕上げ肥育期間の

有利性について従来行われてきた6か月間肥育に対し約1

か月間短縮のSか月間肥育との比較検討を行ったところ次

のとおりであった。

Hl日当たり平均増体臭は第1回試験，第2回試験が

ほとんど差がみられず目標値0．90旬をともに上回る成績で

あった。

（2）濃厚飼料摂取量は第2回試験の方が第1回試験に比

較し，約23．6％はど節減された。

（3）粗飼料摂取率は第2回試験の方が第1回試験に比較

し，約4．6％はど多かった。

（4）TDN要求率は第2回試験の方が第1回試験に比較

し．0．39はど少なく優れた傾向を示した。

（5）枝肉成績は第1回試験．第2回試験とも枝肉の外観

及び肉質は良好で差がみられず特に，背脂肪の厚さは第2

回試験の方が第1回試験に比較し，3．4mはど改善された。

（61肥育差益は，1日1頑当たり差益をみると第2回試

験の方が第1回試験に比較し，約19．9％はど多かった。以

上のことからみて，従来から行われてきた肥育期間より1

か月知鮪の約5か月が適当であり，かつ有利である。
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